
川
崎
支
部
第
７
１
回
定
期
大
会
が
７

月
２
４
日
（
日
）
川
崎
支
部
事
務
所
で

１
３
時
３
０
分
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

分
会
で
５
名
。
合
同
分
会
で
４
名
。
支

部
直
属
で
１
名
。
崎
陽
軒
１
名
で
１
１

名
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

澁
谷
久
美

細
谷
あ
つ
子

細
谷
静
雄

小
林
正
一

長
谷
川
清

合
同
分
会

今
野
浩
征

光
田
道
雄

矢
部
常
次

石
田
洋
司

支
部
直
属
‥
‥
浅
岡
正
夫

崎
陽
軒
：･

･
･
･

入
江
か
お
り

来
賓

神
奈
川
地
本･

･

庄
司
幸
三

川
崎
北
合
同
法
律
事
務
所

林

裕
介
弁
護
士

大
会
は
議
長
は
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
分
会
の
細
谷
静
雄
さ
ん
書
記
は
三

和
の
小
林
正
一
を
選
出
し
進
め
ま
し
た
。

川
崎
支
部
委
員
長
挨
拶

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
休
み
の
中
、

大
会
に
参
加
さ
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
活
動
で
悩
む
こ
と
が
多

く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
会
で
悩
み
な

ど
を
出
し
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
特
に

拡
大
が
進
ま
ず
組
合
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
是
非
発
言
を
出
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

地
本
庄
司
書
記
長

神
奈
川
地
本
も
川
崎
支
部
事
務
所
３

階
に
移
転
し
ま
し
た
。
今
後
、
川
崎
支

部
と
一
緒
に
拡
大
に
取
組
み
た
い
。
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

林

裕
介
弁
護
士

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
は
毎
月
の
駅
頭

宣
伝
を
武
蔵
溝
ノ
口
と
川
崎
で
１
９
時

～
２
１
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
川
崎

支
部
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
体
制
も
整

え
て
い
ま
す
。

街
頭
で
の
相
談
は
毎
回
数
件
あ
り
ま

す
。
又
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
の
英
語

版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
や
っ
て

い
ま
す
。

《
２
面
へ
続
く
》
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大
会
で
の
発
言

◎
崎
陽
軒
に
つ
い
て

無
期
雇
用
に
は
な
っ
た
が
、
賃
金

は
１
７
年
間
、
日
給
９
０
０
０
円

の
ま
ま
賃
上
げ
が
な
い
。

今
は
ほ
と
ん
ど
が
ア
ル
バ
イ
ト
。

マ
ネ
キ
ン
は
別
会
社
だ
と
考
え
て

い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
２
重
差

別
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り
。

◎
川
崎
支
部
の
事
務
所
開
設

地
本
と
一
緒
に
今
後
検
討
し
て
い

く
。

◎
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

春
闘
で
は
高
卒
の
初
任
給
が
２
０

０
０
円
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
会
社

の
団
交
メ
ン
バ
ー
が
大
幅
に
変
わ
っ

た
。

◎
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

社
長
交
替
後
、
団
交
が
か
み
合
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

事
務
所
管
理
委
員
会
報
告

年
間
総
括
会
議
で
出
た
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
シ
ェ
ル
タ
ー
」
は
意
味

を
調
べ
る
と
「
嫌
が
ら
せ
等
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
避
難
場
所
（
ア

パ
ー
ト
）
」
を
使
う
事
で
す
」
事

務
所
管
理
委
員
会
で
は
Ｏ
Ｋ
で
す
。

大
会
成
立
宣
言

出
席
者
１
１
名

委
任
状
４
で
大

会
成
立
。

役
員
選
挙

全
員
満
票
で
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

４
つ
の
統
一
ス
ト
権
確
立

１
（
２
２
秋
季
年
末
闘
争
要
求

に
関
す
る
対
経
営
者
）

２
（
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
、

社
会
保
障
改
悪
を
阻
止
し
、

暮
ら
し
を
守
る
）

３
（
「
解
雇
自
由
化
」
な
ど
の
労

働
法
制
改
悪
阻
止
、
雇
用
と

権
利
を
守
る
）

４
（
憲
法
改
悪
阻
止
な
ど
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
）

最
後
に

大
会
が
終
っ
て
か
ら
の
乾
杯
も

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
者
が

爆
発
的
に
増
え
た
の
で
中
止
し
ま

し
た
。

役
員
で
は
今
野
さ
ん
が
引
っ
越

し
や
介
護
の
為
に
役
員
を
降
り
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
所
管
理
委
員
会
は
引
き
続
き

や
っ
て
行
き
ま
す
。

7101号 （２）

〃

会
計
監
査

執
行
委
員

書
記
長

〃

副
執
行
委
員
長

執
行
委
員
長

役

職

澁
谷
久
美

石
田
洋
司

光
田
道
雄

小
林
正
一

浅
岡
正
夫

細
谷
静
雄

矢
部
常
次

長
谷
川
清

氏

名

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

合
同
分
会

合
同
分
会

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

支
部
直
属

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

合
同
分
会

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

職

場

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

第
１
４
回
定
期
大
会

湯
河
原
に
て
開
催

中
央
大
会
で
発
言

定
期
大
会
で
の
発
言
で
す
。
支
部
報

で
読
者
と
の
交
流
は
ク
イ
ズ
で
ナ
ン
バ
ー

ズ
と
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
や
っ
て

繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
他
の
原
稿
で
は

集
会
の
報
告
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
何
か

新
企
画
が
無
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
最

近
、
組
合
仲
間
と
飲
む
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
話
題
は
や
は
り
、
生
活
が
ど
う

だ
、
年
金
が
少
な
く
て
、
バ
イ
ト
を
し

な
い
と
生
活
が
苦
し
い
。
そ
し
て
「
田

舎
に
帰
っ
て
田
舎
暮
ら
し
を
し
て
い
る
」
。

「
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
た
」
。
な
ど
の

話
が
出
ま
す
。
酒
を
飲
ん
で
会
話
を
し

て
い
る
時
に
５
０
年
前
の
人
の
名
前
が

出
て
く
る
。
そ
こ
で
ひ
ら
め
い
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。
元
組
合
員
で
あ
っ
た
人

が
定
年
を
迎
え
て
い
ま
ど
ん
な
生
活
を

し
て
い
る
の
か
「
シ
リ
ー
ズ
企
画
」
す

る
事
で
進
め
ま
し
た
。
実
際
に
始
め
て

見
る
と
そ
の
当
時
の
そ
の
人
と
の
様
子

が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
遊
び

も
組
合
拡
大
も
全
力
で
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
投
稿
者
か

「
が
ん
ば
っ
て
」
言
わ
れ
る
と
少
し
元

気
を
も
ら
え
ま
す
。

記
・
小
林

役員名簿



（３） 7101号

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
く
り
か
え

す
な
！
」
「
核
兵
器
を
な
く
せ
！
」
を

訴
え
続
け
て
き
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
際
政
治
を
動
か

し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
１
月
２

２
日
に
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

し
、
核
兵
器
に
悪
の
烙
印
が
押
さ
れ
、

こ
の
禁
止
条
約
の
力
が
い
ま
ほ
ど
求
め

ら
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
核
大
国
の
ロ
シ
ア
が
国
連
憲
章
を

踏
み
に
じ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略
し
、

通
常
兵
器
に
よ
る
攻
撃
に
対
し
て
も
核

兵
器
を
使
用
す
る
と
威
嚇
し
、
核
戦
争

の
危
機
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
か
ら
で

す
。ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

対
し
て
、
世
界
中
の
国
々
が
非
難
し
、

多
く
の
市
民
が
抗
議
の
声
を
あ
げ
行
動

に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
世
界
大
会
は
、
国
際
世
論
の

力
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア
軍
を
撤

退
さ
せ
、
国
連
憲
章
に
も
と
づ
く
平
和

秩
序
を
回
復
し
、
す
べ
て
の
国
が
核
兵

器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
新
し
い
世
界
、

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
」

へ
と
さ
ら
に
進
め
、
国
連
、
諸
国
政
府

と
私
た
ち
市
民
社
会
が
共
同
し
て
、
核

兵
器
禁
止
の
時
代
を
切
り
開
く
歴
史
的

大
会
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

開
会
総
会
に
は
核
兵
器
禁
止
条
約
第

１
回
締
約
国
会
議
議
長
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
タ
メ
ン
ト
大

使
が
参
加
。
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
で
は
、

８
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
の
軍
縮
委
員
会
議
長
を
務
め
る

マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
イ
ー
ド
・
モ
ハ
マ
ド
・

ハ
ス
リ
ン
国
連
大
使
が
発
言
。

ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
集
会
に
は
、
第
２
回

締
約
国
会
議
議
長
国
メ
キ
シ
コ
か
ら
メ

ル
バ
・
プ
リ
ー
ア
駐
日
大
使
が
参
加
し

ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
３
０
名
の

代
表
団
を
広
島
集
会
に
派
遣

神
奈
川
地
本
か
ら
、
長
谷
川
委
員
長

庄
司
書
記
長
が
、
４
日
か
ら
６
日
ま
で

の
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
に
、
参
加
し
て

き
ま
す
。

《
記
：
矢
部
常
次
》

原水爆禁止２０２２年世界大会
８月４日～６日ヒロシマデー集会、９日ナガサキデー集会

な
ん
ぶ
せ
ん

８
月
１
日
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
小
委
員
会
で
、

２
０
２
２
年
度
の
最
低
賃
金
の
上
げ
幅
の
目
安
を
全
国
加

重
平
均
で
３
１
円
（
３
・
３
％
）
と
決
め
た
。
目
安
通
り

改
定
さ
れ
れ
ば
時
給
全
国
平
均
で
９
６
１
円
と
な
る
。
こ

れ
で
は
物
価
高
騰
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
▼
ま
た
、
全

労
連
が
行
っ
た
生
計
費
試
算
調
査
で
は
、
１
４
４
１
円
か

ら
１
７
２
５
円
で
全
国
ど
の
地
域
で
も
生
計
費
は
変
わ
ら

な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
ま
す

▼
ニ
ュ
ー
ス
で
は
物
価
高
騰
を
背
景
に
、
上
げ
幅
は
時
給

で
示
す
よ
う
に
な
っ
た
０
２
年
度
以
降
で
最
大
だ
っ
た
昨

年
度
（
２
８
円
）
を
上
回
っ
て
い
る
と
報
道
。
昨
年
は
全

国
同
額
で
し
た
が
、
今
年
は
、
東
京
な
ど
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク

が
３
１
円
、
北
海
道
・
沖
縄
な
ど
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン
ク
が
３
０

円
と
格
差
を
つ
け
、
地
域
間
格
差
は
２
２
１
円
か
ら
２
２

２
円
に
広
が
り
ま
す
▼
こ
の
目
安
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県

ご
と
の
審
議
会
を
経
て
引
き
上
げ
額
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
、

１
０
月
を
め
ど
に
新
た
な
最
低
賃
金
が
運
用
さ
れ
る
▼
参

議
院
選
挙
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
政
党
が
政
策
で
「
賃
金
引

き
上
げ
が
必
要
」
と
し
て
お
り
、
岸
田
政
権
は
「
早
い
時

期
に
時
給
１
０
０
０
円
以
上
に
」
と
表
明
し
て
い
ま
し
た

が
具
体
的
な
政
策
が
な
く
、
遠
く
及
ば
な
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
中
で
新
た
な
内
部
留
保
を

増
や
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て

い
る
資
本
金
１
０
億
円
以
上
の
大
企
業
か
ら
、
「
政
府
の

責
任
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
で
増
え
た
内
部
留
保
へ
の
時

限
課
税
で
財
源
」
を
つ
く
り
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強
化

し
て
最
低
賃
金
時
給
１
５
０
０
円
を
実
現
す
べ
き
で
す
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》



石
田
仁
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
お
願
い
し
た
ら
原
稿
を
作
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

今
の
生
活
は
ど
う
で
す
か

退
職
し
て
２
年
間
充
電
期
間
の

後
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
人
材

経
由
で
横
浜
市
公
園
指
定
管
理
会

社
に
公
園
ナ
イ
タ
ー
要
員
と
し
て

従
事
し
て
７
年
目
に
突
入
中
。

一
人
体
制
で
週
２
日
施
設
料

（
テ
ニ
ス
・
野
球
場
）
の
徴
収
業

務
並
び
に
施
設
内
の
最
終
戸
締
り

を
主
と
し
１
月
２
月
は
施
設
使
用

不
可
の
為
、
お
休
み
で
高
齢
者
に

と
っ
て
助
か
っ
て
い
る
。

小
生
糖
尿
病
の
基
礎
疾
患
が
あ

る
為
、
退
職
後
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ

の
自
転
車
を
購
入
し
自
宅
戸
塚
か

ら
「
江
の
島
経
由
鶴
岡
八
幡
ル
ー

ト
」
並
び
に
「
み
な
と
み
ら
い
経

由
で
山
下
公
園
ル
ー
ト
」
何
れ
か

を
週
２
～
３
回
程
度
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

こ
１
年
近
く
体
力
的
に
厳
し
さ
を

感
じ
１
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

な
が
ら
柔
軟
体
操
に
切
り
替
え
た

為
、
血
糖
値
が
上
昇
し
医
者
か
ら

投
薬
を
進
め
ら
れ
る
始
末
。
梅
雨

が
過
ぎ
た
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
再

開
し
ま
す

川
崎
支
部
や
会
社
で
の

思
い
出
は
あ
り
ま
す
か

退
職
後
に
つ
い
て
書
く
前
に
三

和
分
会
と
の
関
わ
り
合
い
を
少
し

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
２
歳
で
三
和
に
入
社
し
そ
の

年
だ
っ
た
と
思
う
が
故
松
葉
君

（
当
時
三
和
の
書
記
長
）
か
ら
多

摩
川
河
川
敷
で
催
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
誘
わ
れ
、
新
入
社

員
だ
っ
た
小
生
を
暖
か
く
迎
え
て

く
れ
た
こ
と
に
感
動
し
、
三
和
分

会
に
加
入
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。

そ
し
て
人
生
で
な
か
な
か

経
験
出
来
な
い
衝
撃
的
な
出
来
事

と
し
て
忘
れ
も
し
な
い
昭
和
６
１

年
の
会
社
倒
産
劇
、
会
社
更
生
法

適
用
で
再
建
可
能
と
な
っ
た
が
小

生
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
取
り
あ
つ
か
っ

て
き
た
中
小
零
細
の
外
注
業
者
の

何
社
か
が
債
権
放
棄
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
そ
の
胸
の
内
を
聞
か
さ
れ

る
度
に
一
時
期
心
が
痛
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
順
風
満
帆
と
は
行
か

な
か
っ
た
が
、
６
０
歳
で
定
年
を

迎
え
６
４
歳
ま
で
運
転
手
と
し
て

再
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
に
一
言

皆
さ
ん
も
３
年
目
に
突
入
し
た

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
行
動
制

限
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
公
私

と
も
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
事
で
し
ょ

う
。小

生
も
酒
が
趣
味
の
よ
う
な
男

で
す
の
で
気
楽
に
居
酒
屋
に
足
を

運
べ
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
禁
じ

え
な
い
。

そ
れ
で
は
皆
様
方
の
健
康
と
増
々

の
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
一
言

今
年
度
の
年
金
額
改
定
で
０
．

４
％
減
額
通
知
あ
り
、
低
賃
金
の

中
で
物
価
高
騰
、
急
減
少
子
化
の

歯
止
め
も
き
か
ず
目
を
覆
い
た
く

な
る
昨
今
。
何
と
か
し
て
と
云
い

た
く
な
る
。
政
府
の
無
策
ぶ
り
を

何
と
か
し
て
欲
し
い
。

小
林
コ
メ
ン
ト

石
田
さ
ん
と
の
付
合
い
で
は
週

末
の
飲
み
会
、
カ
ラ
オ
ケ
。
ボ
ー

ナ
ス
が
出
て
横
浜
ま
で
繰
り
出
し

朝
帰
り
を
し
た
こ
と
な
ど
が
思
い

出
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
旅
行
、
小

田
原
で
の
海
釣
り
、
日
本
全
国
観

光
地
の
旅
行
を
楽
し
ん
だ
事
で
す
。

7101号 （4）

シ
リ
ー
ズ
企
画
（
第
３
号
）

お
元
気
で
す
か
・
今
ど
う
し
て
い
ま
す
？

石
田
仁
さ
ん
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
ワ
ー
カ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
か
わ
さ
き
の
第
６
回
総

会
が
、
７
月
２
日
溝
ノ
口
の
て

く
の
か
わ
さ
き
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部

は
、
創
設
時
か
ら
団
体
加
盟
し
、

こ
の
活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。今

回
の
総
会
に
は
、
川
崎
支

部
か
ら
は
、
参
加
者
が
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
総
会
議
案
書

か
ら
一
年
間
の
活
動
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

代
表
理
事
の
兵
頭
さ
ん
か
ら

活
動
の
意
義
に
つ
い
て
語
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
…
困
難
な
状
況

下
で
『
す
べ
て
の
労
働
者
に
対

し
て
、
労
働
条
件
の
改
善
、
労

使
関
係
、
労
働
組
合
な
ど
に
つ

い
て
の
労
働
相
談
及
び
労
働
関

係
の
法
律
・
制
度
の
知
識
の
普

及
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
労

働
者
の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
』
を
目
的
に
…
労
働
相
談
、

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
、
政
策
作

検
討
・
提
言
と
い
う
主
要
３
分

野
…
働
く
者
の
連
帯
と
共
同
を

一
層
強
め
、
川
崎
地
域
を
中
心

と
す
る
全
て
の
労
働
者
・
市
民

の
生
活
と
働
き
方
の
改
善
を
勝

ち
取
り
…
飛
躍
的
発
展
を
…
」

と
の
挨
拶
を
述
べ
て
い
ま
す
。

相
談
Ｐ
Ｔ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
）

・
街
頭
相
談
実
施

６
回

・
相
談
件
数

１
０
件

・
相
談
内
容

未
払
い
賃
金

１
件

住
宅
関
連
相
談

１
件

生
活
相
談

２
件

長
時
間
労
働

１
件

街
頭
相
談
委
関
心

１
件

配
偶
者
の
解
雇

１
件

医
療
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

１
件

上
司
と
の
ト
ラ
ブ
ル

１
件

無
期
転
換

１
件

・
そ
の
他
の
活
動

外
国
人
向
け
の
チ
ラ
シ
作
成

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
街
頭
上
映

す
る
動
画
の
作
成
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
拡
充
な
ど
を
実
施
中
。

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
Ｐ
Ｔ

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
の
一
環

と
し
て
専
修
大
学
寄
付
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。(

寄
付
講
座

と
は
、
外
部
の
講
師
・
教
材
を

提
供
し
て
も
ら
う
講
座
の
事
）

講
師
に
は
大
学
教
授
・
弁
護

士
・
労
働
組
合
役
員
で
計
１
４

回
の
講
義
と
最
終
テ
ス
ト
を
行

う
も
の
で
、
過
去
２
回
実
施
さ

れ
て
お
り
、
大
変
好
評
の
た
め

次
年
度
も
実
施
予
定
で
、
特
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト

で
働
い
た
り
、
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
て
働
く
う
え
で
も
各
講
師

の
経
験
に
基
づ
く
実
践
的
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
教
育
の
意
義
は
大
き

い
と
考
え
ま
す
。

政
策
提
言
Ｐ
Ｔ

川
崎
市
の
保
育
環
境
の
向
上

へ
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
に
川
崎
市

内
の
全
認
可
保
育
所
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
年
収
２
５
０
万
円
以
下
が
過

半
数
を
占
め
、
深
刻
な
低
賃
金

状
態
が
あ
り
、
『
こ
の
給
料
で

は
子
供
も
育
て
ら
れ
な
い
、
安

心
し
て
結
婚
も
で
き
な
い
』
と

賃
金
の
低
さ
に
対
す
る
不
満
、

不
安
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

認
可
保
育
所
に
も
、
２
種
類

の
法
人
が
あ
り
、
法
人
立
保
育

所
と
株
式
会
社
立
保
育
所
で
人

件
費
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、

『
委
託
費
の
弾
力
運
用
』
を
国

が
認
め
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
働
き
方
の
オ
ン
ラ
イ
ン

集
会
な
ど
を
５
月
に
開
催
し
、

交
流
を
深
め
「
福
祉
保
育
労
働

組
合
」
に
問
い
合
わ
せ
が
く
る

な
ど
組
織
化
へ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
、
ま
と

め
の
報
告
と
し
ま
す
。

（
記
・
浅
岡
）

（５） 7101号

ＮＰＯ法人ワーカーズネットかわさきは

創立５年目を迎えました

第６回総会の報告です

街
頭
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

・
７
月
１
５
日
に
予
定
を
し

て
い
た
川
崎
駅
前
の
街
頭
相

談
は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

・
次
回
８
月
の
街
頭
相
談
は
、

日
時

８
月
１
９
日(

金)

１
９
時
～
２
１
時

場
所

溝
の
口
デ
ッ
キ
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難易度★☆☆☆☆【初級】

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

【クイズの解き方】

３×３のブロックに区切られた９×９の正方形の枠内に１～９までの数字を入れるペンシル

パズルの一つです。

ナンバープレイに応募しましょう！！(７１０１号)

Ａ～Ｄに入る４つの数字を答えてください。

応募は、はがき・ＦＡＸ・メモ等で次回支部報

発行日（おおよそ２～３週間）までにお名前・

住所と職場名をそえてご連絡下さい。応募はど

なたでも結構です。正解者の中から抽選で5名の

方に５百円相当の図書カード・クオカードかビー

ル券を差し上げます。

応募方法

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

今後の日程
８月０６日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

８日（月）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８：３０～

１０日（水）第１回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

第１回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１３日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１９日（金）ワーカーズネット街頭相談（川崎駅）１９：００～

総がかり行動（衆議院第２議員会館前）１８：３０～

２０日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２４日（水）第２回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

２６日（金）三和エレクトロニクス分会 第６２回定期大会

２７日（土）第１回未組織宣伝（久地駅前）１１：００～

組織建設・共済拡大推進会議（東日本）

９月０３日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

０７日（水）第２回書記局会議（支部事務所）１３：３０～

１０日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１４日（水）第２回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

第３回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１６日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口駅デッキ）１９：００～

１７日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

ワーカーズネット5周年記念講演（エポック中原）１４：１５～

講師：キム ミジン先生 大東文化大学

２１日（水）秋闘統一要求日


